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１１． 部落問題とその他の人権問題との違いはどこでしょう 

＝みんな違ってみんないい？＝

 
部落問題が他の人権問題と違うところをまとめてみると 

① 歴史上、人によって仕組まれた差別であること。     ④ 個人のみならず地域全体が差別されること。 

② 身分、住居、職業などの差別が複合していること。    ⑤ 他の人や集団が当事者になりえないこと。 

③ 世襲による継続性があること。             ⑥ 部落外の権利をも奪うためのものであること。 

このことから部落差別をなくすことは、すべての人権課題を解決することになります。 

そこから部落問題（同和問題）が重要な柱となり、同和教育が教育の原点といわれるゆえんです。 

 

部 落 問 題 その他の人権問題 

身分が自分たちと違う？ 障がい･性差･年齢･籍･病気･民族等 
異質？ 

自分の責任でない 

プラスされて 

人  々

差別することで優位 

でありたいと考える 
予断と偏見 ★隠す･避ける･防衛 に

対して   ☆逃げない･闘う･団結 

学習 

人権意識➡共感と変革 

啓発 

人権感覚➡人権文化 

行動・運動 

不断の努力 

日本国憲法の精神 

基本的人権の尊重 

法の下に平等 

人(歴史)が作った巧妙な違い＝身分差別 

錯覚を信じ込み 

【偽り･ウソ･迷信･普通でないを信じこむ】 

特別視･軽視･見下し(ケガレ意識) 

反差別・人権確立 

部落問題＝解放 

心が豊かになれる 

今、あるいは過去にあった違い 

違いを差別に変える 

【本人の責任とする】 

無視･排除･イジメ 

（レッテルはり） 

いのち・くらし・愛・人権 

あらゆる人権問題＝解決・解消 

生き方が爽やかになれる 

同和（解放）教育 〇〇〇教育 学 校 教 育 

“人間が人間らしく生きるための教育” 

（教育の原点） 

（教育の基本） 

人 権 教 育 

「差別の現実から深く学ぶ」 

自己変革 

【同和学習】 

（部落問題学習） 

「他者への思い」 

自立・共生社会 

【人権学習】 

（課題別学習） 

重要な柱・基軸として・成果に学ぶ 

教育は人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として 

必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。（教育基本法第１条） 

違いの誤りに気づき合う 

現実をみつめて 蓋をしない 
違いの良さを認め合う 

多様性の認識 相手の立場で 


